
モルモン書
し ょ

のやくそく
だい54しょう

モロナイは，さいごにきんばんをうめる前
まえ

に，レーマン人
じん

と，

このきろくを読
よ

むすべての人
ひと

に，一
ひと

つのやくそくをしました。

（モロナイ10：1－2）

モロナイは言
い

っています。「このきろくを読
よ

んで，よく考
かんが

えてほ

しい。そして，これがしんじつかどうか天父
て ん ぷ

にたずねなさい。」（モ

ロナイ10：3－4）

そして，こうやくそくしました。「キリストをしんじて，心
こころ

から

たずねるならば，せいれいの力
ちから

によって，これがしんじつであるこ

とが分
わ

かるでしょう。」（モロナイ10：4－5）

「くいあらためて，イエス・キリストにしたがい，天父
て ん ぷ

をあいす

るならば，かんぜんになることができます。」（モロナイ10：32）

モロナイは，きんばんにきろくを書
か

きおえると，それをクモラの

おかに作
つく

った石
いし

のはこにかくしました。そして，大
おお

きな石
いし

できろく

をおおいました。こうして，モロナイのこのよでのつとめはおわり

ました。（モルモン8：4；ジョセフ・スミス－れきし1：52）
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